
1. マーケット・レート
6月27日 6月28日 6月29日 6月30日 7月1日 Net Chg

USD/BRL Spot 3,3920 3,3030 3,2200 3,2130 3,2360 +0,0230
BRL/JPY Spot 30,06 31,11 31,89 32,14 31,68 -0,46
EUR/USD Spot 1,1022 1,1067 1,1123 1,1104 1,1137 +0,0033
USD/JPY Spot 101,96 102,76 102,85 103,22 102,54 -0,68

6MTH(p.a.) 13,66 13,87 13,90 13,96 13,84 -0,1139
1Year(p.a.) 13,02 13,21 13,29 13,38 13,19 -0,1860
6MTH(p.a.) 3,158 3,234 2,675 2,742 2,428 -0,314
1Year(p.a.) 3,282 3,260 2,996 2,805 2,550 -0,255

株式 49.245,53 50.006,56 51.001,91 51.526,93 52.233,04 +706,11

CDS 347,14 334,08 320,11 316,97 312,72 -4,26

商品 187,568 191,545 194,636 192,574 194,260 +1,686

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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伯中銀の早期利上げ期待が後退

今週伯中銀が発表したインフレーションレポートで、インフ

レ目標4.5%が実現される時期の見通しが延期されなかっ

たことから、中銀が当面金融政策スタンスを変えないとの

見方が広がり、レアル金利先物市場が織り込む利下げ時

期が後倒しになった。7月のCOPOMでの利下げ期待は消

滅し、金利先物市場は10月の利下げを織り込む形で取引

されている。英国民投票結果後にマーケットが落ち着きを

取り戻し、ポンドやリスク資産が反発する中、高金利通貨と

しての期待もあり、レアルは昨年7月以来の水準を回復し

た。
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• 英国のEU離脱観測から米利上げ観測が後退。リスク資産が反発しレアルは2015年7月以降で初めて3.20割れまで上昇。
• 今週のレアルは3.3710で寄り付いた。週初に週間安値となる3.4150をつけるも、英国民投票により米国の早期利上げ期待

が後退したことを受けてリスク資産が反転すると、レアルも反転し高値を伺う動きとなった。ゴールドファイン伯中銀総裁がレ
アルは変動相場制であるべきと発言をしたことを受けて為替介入警戒感が後退したことや、英中銀が追加緩和を行う可能性
が高まったことを受けて、週間高値となる3.1840を示現。しかし週末にかけては伯中銀がドル買い介入を実施しレアルは反
発。結局3.2360で越週。

• 伯中銀によるアナリスト予想調査では、2016年と2017年の経済成長率予想が-3.44%と1.0%で据え置きとなった。インフレ
率予想は2016年末が7.25%から7.29%に6週間連続で据え置かれた。

• 28日に発表された伯中銀の第2四半期インフレーションレポートでは、2017年のインフレ目標を実現するために必要な施策
を取って行くことが強調された。インフレ見通しは2016年末が6.6%、2017年末が4.9%で据え置かれ、インフレ目標も4.5%で
不変だった。インフレ目標実現時期は2018年第1四半期から延期されなかったことから、市場では伯中銀が現状の金融政策
スタンスを変更しないとの見方が広がり、早期利上げ期待が後退した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.10－3.40

国 予想 実績 前回

ブラジル FGV CPI IPC-S 0,29% 0,26% 0,33%

ブラジル 鉱工業生産(前月比) 0,0% 0,0% 0,2%

ブラジル ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMI製造業 -- 43,2 41,6

ブラジル 貿易収支(月次) $4150m $3974m $6437m

米 ﾏｰｸｲｯﾄ米国製造業PMI 51,2 51,3 51,4

米 建設支出(前月比) 0,6% -0,8% -2,0%

米 ISM製造業景況指数 51,3 53,2 51,3

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 7/5 FIPE消費者物価指数(月次) Jun -- 0,57%

ブラジル 7/5 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ Jun -- 38,3

ブラジル 7/5 ﾏｰｸｲｯﾄ･ﾌﾞﾗｼﾞﾙPMIｻｰﾋﾞｽ業 Jun -- 37,3

米 7/5 製造業受注指数 May -0,9% 1,9%

米 7/5 耐久財受注(前月比) May F -2,2% -2,2%

ブラジル 7/6 自動車販売台数(伯自工会) Jun -- 167489

ブラジル 7/6 商品価格指数(前月比) Jun -- 1,47%

米 7/6 MBA住宅ﾛｰﾝ申請指数 jul/01 -- -2,6%

米 7/6 貿易収支 May -$40.0b -$37.4b

ブラジル 7/7 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-DI(前月比) Jun 1,61% 1,13%

米 7/7 ADP雇用統計 Jun 156k 173k

ブラジル 7/8 FGV CPI IPC-S jul/07 -- 0,26%

ブラジル 7/8 IBGEｲﾝﾌﾚIPCA(前月比) Jun 0,36% 0,78%

米 7/8 非農業部門雇用者数変化 Jun 175k 38k

米 7/8 失業率 Jun 4,8% 4,7%
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5.本日の主要経済指標 

来週は7/6に公表されるFOMC議事録と7/8に発表される米6月雇用統計に注目が集まる。FOMC議事録は英国民投票前に開
催された内容ではあるが、議事録内容から今後の米金融政策スタンスを伺うことになろう。米雇用統計に対する現在の市場コン
センサスは非農業部門雇用者数が前月比175千人で、前回の38千人から急回復する予想となっている。5月の非農業部門雇用
者数は大手通信会社のストライキという特殊要因があったものの、それを差し引いても弱い数字だった。この弱さが一過性のも
のであったかが焦点となる。一方、ブラジル国内では伯中銀の為替介入姿勢と、7/8に発表される6月インフレ率に注目が集ま
る。伯中銀は来週明けにもドル買いスワップ入札を行うと発表しているが、どの水準まで介入を続けるのかに市場は注目してい
る。また、インフレ率は前年比8.87%が市場コンセンサスだが、前月は2月から3ヶ月連続で低下したインフレ率が下げ止まった
ため、再び低下基調に戻るかが焦点となっている。


